
東京都中央区銀座6－10－1 GINZA SIX 地下３F
Tel: 03-6274-6579

●銀座駅／東京メトロ銀座線・日比谷線・丸の内線
　　　　　A5出口より徒歩２分
●東銀座駅／東京メトロ日比谷線・都営浅草線
　　　　　　A1出口より徒歩３分
●有楽町駅／JR山手線・京浜東北線/
　　　　東京メトロ有楽町線　銀座出口より徒歩10分

二十五世観世左近記念 観世能楽堂

能楽はユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によ
る第1回「人類の口承及び無形遺産の傑作の宣言」
を受け、世界無形遺産に認定されております。

地下鉄銀座駅からGINZA SIX地下2階に
つながる地下通路がございます。
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令和7年3月観世会定期能のお知らせ

【あらすじ】

●能面解説
小面（こおもて）

能 老松 翁無  紅梅殿  流八頭  彩色  返留之伝
【演目･出演者】

令和7年2月2日（日）観世会定期能
午後1時開演

・諸般の事情により、演目･上演形式・出演者の変更の
場合もございます。
・館内の空調はお席によっては冷暖房の温度高低に差
がございます。予め御留意いただきますようお願い申
し上げます。
・公演中の無断撮影、録音は著作権等の法律に抵触い
たしますので、固くお断り申し上げます。
・演能中の見所への入退場につきましては、制限させてい
ただく場合がございます。何卒ご了承ください。

終演予定　午後5時

野村　萬斎
石田　幸雄

梅若殿の家来

鶯の飼主

狂言 鶯

午後3時1 5分頃（休憩20分）

観世　清和
観世三郎太
福王　和幸
村瀬　　慧
矢野　昌平
野村　裕基
松田　弘之
飯田　清一
亀井　広忠
小寺真佐人

紅梅殿

梅津何某

従者

従者

安楽寺門前ノ者

笛

小鼓

大鼓

太鼓

武田　尚浩
坂口　貴信
関根　祥丸
岡　　久広
藤波　重孝
⻆　幸二郎
清水　義也
坂井　音隆
武田　文志
坂井　音晴
杉浦悠一朗

後見

地謡

老 松能 都の西に住む梅津何某が、日頃信仰する北野天
神の霊夢に従って、筑前大宰府の安楽寺に参詣
する。するとそこへ老人と女がやってきて、境内
の飛梅はこの地では「紅梅殿」と呼び敬われて
いること、梅に続いて飛来した老松もまた神木で
あることを教える。また、社の謂れと梅と松につ
いての中国の故事を語り、やがて姿を消す。
その夜、梅津何某が神のお告げを待とうと松の
木陰で旅寝していると、老松の精と紅梅殿が現
れ、今夜の客人をもてなそうと様々の舞楽を奏
し、君が代を守ろうと神託を告げるのだった。

能 弱法師 （よろぼし）
高安通俊は讒言により我が子の俊徳丸を追い出
してしまうが、それを後悔し天王寺で七日間の施
しを行う。彼岸の中日に施行に現れた盲目の乞
食・弱法師は、梅の花の香を愛で、当寺の縁起を
語る。そして心眼で西方浄土を念ずる日想観を拝
み、難波の浦の景色を眺める。通俊はその弱法
師が生き別れたわが子・俊徳丸と気づき、父であ
ると名のり二人で故郷へ帰ってゆく。

狂言 鶯 （うぐいす）
小鳥好きの男が大切にしている鶯を鳥籠に入れ、
野原でさえずらせて楽しんでいると、そこへ鶯好
きの主に献上する鶯を探している家来がやって
くる。籠に入っている鶯を見つけた家来は・・・。

数ある小面のなかでも出色の一品として知られる本
作は、柔らかに湛えられた笑みと、毛描きの美しさ
が特長である。小面の「小」は年齢の若さを表し、
女面のなかでも最も若い相貌。作者の大宮大和実
盛は、名工河内の弟子にあたる。江戸時代。

附 祝 言

翁無 紅梅殿 流八頭 彩色 返留之伝

藤波　重彦
大日方　寛
飯田　　豪
藤田朝太郎
観世新九郎
佃　　良勝

俊徳丸

高安通俊

通俊ノ下人

笛

小鼓

大鼓

能 弱法師
山階彌右衛門
武田　友志
関根　知孝
浦田　保浩
上田　公威
大松　洋一
武田　宗典
金子　聡哉
武田　祥照
久田勘吉郎

後見

地謡

尉
老松ノ精

3月2日（日）　午後1時始

チケット発売　会場販売　1月5日（日）
電話・インターネット　1月7日（火）

経正 替之型

西行桜
津田　和忠

観世　恭秀

中島志津夫
津田　和忠
浅見　重好
木原　康之

地謡野村　昌司
武田　宗和
今井　泰介
坂井　音雅

仕舞

竹 生 島
雲 林 院
網 之 段
天 　 鼓

クセ

（おいまつ  おきななし  こうばいどの  ながしやつがしら
                                                      いろえ  かえしどめのでん）


